




























































①作品：豊子愷 1928   → 梁啓超 1922       
②食品：清議報 1899   → 遐邇貫珍 1853      
③商品：清議報 1900   → 日本国志 1890      
④印刷品：近代教育 1918 → 美国視察記 1915 
⑤戦利品：飲氷室合集 1920 → 日本留学参観記 1904     
























 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｊ  合計 
総語数 84 554 503  42 128  415 386 2112 
同形語
数 
17 221 193  14 79  176  207 907 （42.9％） 
 





ａ類:  悪戦 児童文学 耳垢 発布 発電 発酵 発熱 発生 発音 発育 罰金 
法官 
ｂ類： 悪性 発表 発車 発動 発明 発射 法典   
ｃ類： 悪感 悪化 兒童団 耳殻 耳膜 二年生 二審 二元論 発動机 発祥地 



















        【病原体】中国 1919、日本 1940『畸獣楽園』小栗虫太郎「この二人の医師が、睡眠病
の病原体（ビョウゲンタイ）をチムバンジーに注射した」 
⇒「赤痢及麻刺里亜」島珪之助編訳（誠之堂、1897） 
   【茶話会】中国 1901、日本「大君の目出度い誕生日は茶話会では収まらなかった」『田
舎教師』田山花袋 1909 
⇒珈琲会（茶話会）『処女のつとめ』（ダブイヂス著、阪田孫四郎訳博文館、1894） 
















  【参議院】【参議員】中国 1903、日本 1946「日本国憲法」 
   【極限】中国 1909、日本 1925「女工哀史」「人間の技量は機械の働きの如く、世の進
歩と逆比例に段々極限されて行かねばならぬ」 
 【基地】中国 1897、日本 1952「春の城」阿川弘之「敵が B29 の基地を造るまで何カ月
かかるかだ」 
 【成人教育】中国 1921、日本 1932「日本はどこへ行く」土田杏村「二つの行き詰まり












 【重版】中国 1890、日本 1930  
 【計画経済】中国 1934、日本 1933「最新現代語辞典」 
 【季刊】中国 1916、日本 1955  ＊少なくとも 1925 にすでにあった。 
 【極光】中国 1903、日本 1921「新しき用語の泉」 
  【機械化】中国 1936、日本 1951「山ぴこ学校の問題」 
 【集約】中国 1929、日本 1946「後裔の街」金達寿「われわれの弱点はここに集約され
ている」 









































   加圧 1922、核反応 1942、加速器 1946、滑翔 1941、花柳病 1913、監製 1842、環節 1903、
漢族 1902、基本法 1934、計時 1943、継任 1925、鍵盤楽器 1930、恒等式 1930、黒熱病
1935、財経 1948、採種 1908、彩陶 1920、奨金 1908、陳酒 1880、爆炸 1900、氷球 1949、








































                                                  
4 同注２ 
241
 妻鏡補』を参照しつつ 1017 語を収録し、『日本寄語』と同じように、意味によって 18 類に
分けるほか、三字門と成句門も設けており、伊呂波歌も付している。『遊歴日本図経』（1889）
は清政府の外交特使である傅雲龍が明治中期来日の際に纏めた遊歴記録であり、 いわば日
本紹介の百科全書のようなもので、全 30 巻のうち、巻 10 の「方言」は「星謂之保之語若


















  【倉庫】中国 1889、日本 797「続日本記」 
  【救急】中国 1904、日本 797「続日本記」 
  【草案】中国 1889、日本 835「性霊集」 
  【玻璃】中国 1919、日本 1876「音訓新聞字引」 
【給水】中国 1913、日本 1881 
  【給養】中国 1890、日本 1870「西国立志編」 
  【記念】中国 1909、日本 1855「和蘭字彙」 
  【化膿】中国 1857、日本 1811-45「厚生新編」 
  【化石】中国 1876、日本 1763「物類品隲」 



















































Working power of 
electricity 














































































































































“哲学”这词为日语词、于 19 世纪七八十年代传入中国、如 1879 年楊少坪『增广英字





















初頭～20 世紀初頭の 100 年間を 5期に区分し、 
 
   ①準備期    1807-1840頃   
   ②発展期     1840-1860   
     ③官製翻訳期   1860-1880   
   ④停滞期     1880-1895 










  中国から日本へ      上限：４～５世紀ころ    
   古典→近代→現代 






① 1895－1919 日清戦争からベルセイユ条約（熟成期） 
② 1919－1945 ベルセイユ条約から敗戦  （決裂期）8 
③ 1945－1972 日中国交断絶期 












 日本から中国へ         上限：1879 
   古典→近代→現代 











【測定】中国 1858、日本 1823「遠西観象図説」 












 ・江南製造局翻訳館のフライヤの訳語統一に関する演説 1890 年 










































                                                  
9何華珍「中国語にある蘭学漢字語研究－『近現代辞源』の学術価値を論ず」『国際シンポジウム「近代語
の語源研究とその周辺」要旨集』漢字文化圏近代語研究会、関西大学文化交渉学教育研究拠点共催、
2011.3.19 
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